
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

３

書
面
等
を
提
出
し
た
者
は
、
提
出
し
た
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
の

使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
書
面
等

を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

経
済
産
業
大
臣
は
、
書
面
等
を
提
出
し
た
者
が

電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
電
子
情
報
処
理

組
織
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
証
管
理
責
任
者
）

第
二
十
五
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
認
証
の
業

務
を
統
括
す
る
認
証
管
理
責
任
者
を
選
任
し
、
次

に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

一

認
証
に
係
る
審
査
及
び
判
定
に
関
す
る
計
画

の
立
案
及
び
推
進

二

業
務
規
程
、
認
証
契
約
及
び
こ
れ
ら
を
実
施

す
る
た
め
の
文
書
の
制
定
、
改
廃
及
び
管
理
並

び
に
周
知
及
び
遵
守
の
統
括

三

認
証
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
、
当

該
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及

び
能
力
を
習
得
す
る
た
め
の
当
該
業
務
に
関
す

る
法
令
及
び
実
施
の
方
法
に
係
る
教
育
訓
練
の

継
続
的
な
実
施

四

国
内
登
録
認
証
機
関
が
委
嘱
す
る
外
部
の
委

員
の
管
理

五

製
品
試
験
を
外
部
の
試
験
所
に
依
頼
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
試
験
所
の
管
理

六

審
査
結
果
（
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
規
定
す
る
請
求
並
び
に
同
条
第
七
項
に
規
定

す
る
請
求
の
取
消
し
を
含
む
。）の
妥
当
性
の
評

価
七

苦
情
、
異
議
申
立
て
及
び
第
三
者
か
ら
の
申

立
て
に
関
す
る
処
置
並
び
に
そ
の
対
策
の
統
括

（
認
証
の
業
務
に
従
事
す
る
者
）

第
二
十
六
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
証
の
業
務
に

従
事
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

年
数
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
当
該

業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能

力
を
取
得
す
る
た
め
の
当
該
業
務
に
関
す
る
法
令

及
び
実
施
の
方
法
に
係
る
主
務
大
臣
が
告
示
で
定

め
る
講
習
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

一

第
十
一
条
の
製
品
試
験
の
業
務
に
従
事
す
る

者

製
品
試
験
の
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る

業
務
に
関
し
一
年
以
上

二

第
十
二
条
の
現
地
調
査
の
業
務
に
従
事
す
る

者

現
地
調
査
の
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る

業
務
に
関
し
一
年
以
上

三

第
二
十
五
条
の
認
証
管
理
責
任
者

認
証
の

業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関
し
三
年

以
上

２

日
本
産
業
規
格
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇

〇
一
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
国
内
登
録
認
証

機
関
が
自
ら
確
認
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十

二
条
の
現
地
調
査
に
従
事
す
る
者
は
、
日
本
産
業

規
格
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
の
審
査

員
の
資
格
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
務
所
等
の
変
更
の
届
出
）

（
事
務
所
等
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
す
る
国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
様
式
第
十
に
よ

る
届
出
書
に
登
録
証
を
添
え
て
、
主
務
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
す
る
国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
様
式
第
十
に
よ

る
届
出
書
に
登
録
証
を
添
え
て
、
主
務
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
第
五
条
第
二
号
（
ロ
及
び

ヘ
を
除
く
。）、第
四
号
及
び
第
五
号（
イ
を
除
く
。）

に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
第
五
条
第
二
号
（
ロ
及
び

ヘ
を
除
く
。）、
第
四
号
（
認
証
の
業
務
を
担
当
す

る
役
員
又
は
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び

第
五
号
（
イ
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
主
務
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

（
業
務
規
程
）

（
業
務
規
程
）

第
二
十
八
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十

七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
届

出
を
す
る
と
き
は
、
認
証
の
業
務
を
開
始
し
よ
う

と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
様
式
第
十
一
に

よ
る
届
出
書
に
業
務
規
程
を
添
え
て
、
主
務
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
三
十

三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
届

出
を
す
る
と
き
は
、
認
証
の
業
務
を
開
始
し
よ
う

と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
様
式
第
十
一
に

よ
る
届
出
書
に
業
務
規
程
を
添
え
て
、
主
務
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
後
段

の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
に
準
用

す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
後
段

の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
に
準
用

す
る
。

３

法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

認
証
に
係
る
日
本
産
業
規
格
の
番
号

﹇
新
設
﹈

五
〜
十

﹇
略
﹈

四
〜
九

﹇
略
﹈
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